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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のカセットブロックと第２のカセットブロックとを備え、前記第１のカセットブロ
ックに設けられたブラケットと前記第２のカセットブロックに設けられたブラケットとが
重ねられ、前記各ブラケットに設けられた貫通孔にボルトが通されて、該ボルトにより前
記ブラケット同士が共締めされた電気接続箱において、
　前記各ブラケットに設けられた貫通孔の内面には金属製のカラーが取り付けられており
、
　前記各貫通孔の形状が断面略楕円形であるとともに、前記各カラーの形状が断面略楕円
形の筒状であり、
　前記各カラーが、当該カラーの長軸同士が交差するように、前記各ブラケットに取り付
けられている
　ことを特徴とする電気接続箱。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車に搭載される電気接続箱に関するものであり、特に、複数のカセット
ブロックを備えた電気接続箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　自動車に搭載される電気接続箱は、車種に応じていろいろな構造のものがあるが、例え
ば、図６に示す電気接続箱２１０ように、複数の分割体２１０Ａ，２１０Ｂが互いに組み
付けられて構成されたものがある（特許文献１を参照。）。
【０００３】
　上記各分割体２１０Ａ，２１０Ｂには、貫通孔２１６が形成されたブラケット２１５，
２１８が設けられており、これらブラケット２１５，２１８同士が重ねられて貫通孔２１
６に通されたボルト２２０によって共締めされることにより、分割体２１０Ａ，２１０Ｂ
同士が互いに組み付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１６５３４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、合成樹脂で形成された上記ブラケット２１５，２１８の貫通孔２１６には、
金属製のカラーが取り付けられることがあった。これは、ボルト２２０の締め付けトルク
によってブラケット２１５，２１８が破損しないようにするためである。また、前記カラ
ーは、貫通孔２１６の内面に沿う円筒形状に形成されている。
【０００６】
　このようにブラケット２１５，２１８にカラーが取り付けられている場合、ブラケット
２１５，２１８同士を重ね合わせた際、一方のカラーの端面の一部が他方のカラーの内側
に落ち込んでしまい、ブラケット２１５，２１８同士に傾きが生じた状態でボルト２２０
が締結されてしまうことがあるという問題があった。
【０００７】
　したがって、本発明は、ブラケット同士が傾いた状態でボルトによって共締めされるこ
とを防止できる電気接続箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために請求項１に記載された発明は、第１のカセットブロックと第
２のカセットブロックとを備え、前記第１のカセットブロックに設けられたブラケットと
前記第２のカセットブロックに設けられたブラケットとが重ねられ、前記各ブラケットに
設けられた貫通孔にボルトが通されて、該ボルトにより前記ブラケット同士が共締めされ
た電気接続箱において、前記各ブラケットに設けられた貫通孔の内面には金属製のカラー
が取り付けられており、前記各貫通孔の形状が断面略楕円形であるとともに、前記各カラ
ーの形状が断面略楕円形の筒状であり、前記各カラーが、当該カラーの長軸同士が交差す
るように、前記各ブラケットに取り付けられていることを特徴とする電気接続箱である。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に記載された発明によれば、前記各ブラケットに設けられた貫通孔の内面には
金属製のカラーが取り付けられており、前記各貫通孔の形状が断面略楕円形であるととも
に、前記各カラーの形状が断面略楕円形の筒状であり、前記各カラーが、当該カラーの長
軸同士が交差するように、前記各ブラケットに取り付けられているので、一方のカラーの
端面と他方のカラーの端面とが常に４点で接触することになり、ブラケット同士を傾くこ
となく安定した状態で重ねることができる。よって、ブラケット同士が傾いた状態でボル
トによって共締めされることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態にかかる電気接続箱を示す斜視図である。
【図２】図１に示された電気接続箱の分解図である。
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【図３】図２に示された第１のカセットブロック及び第２のカセットブロックの平面図で
ある。
【図４】図３に示された第１のカセットブロック及び第２のカセットブロックの斜視図で
ある。
【図５】図３中のＡ部の拡大図である。
【図６】従来の電気接続箱を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の一実施の形態にかかる電気接続箱１を図１～５を参照して説明する。電気接続
箱１は、自動車に搭載されて、該自動車に搭載された電子機器に対して電力供給及び信号
伝達を行うものである。また、本発明では、ジャンクションブロック（ジャンクションボ
ックスとも言う。）、ヒューズブロック（ヒューズボックスとも言う。）、リレーブロッ
ク（リレーボックスとも言う。）を、総称して以下電気接続箱と呼ぶ。
【００１２】
　図１，２に示すように、電気接続箱１は、複数の電子部品１１，１２，１３，１４と、
配線部材であるバスバ１５と、これら複数の電子部品１１，１２，１３，１４及びバスバ
１５が装着される第１のカセットブロック２、第２のカセットブロック３、第３のカセッ
トブロック４０と、これらカセットブロック２，３，４０の下面に取り付けられるインナ
ーカバー５と、カセットブロック２，３，４０及びインナーカバー５を収容する本体ケー
ス６と、本体ケース６の上面を覆うアッパカバー７と、本体ケース６内に引き込まれる電
源線１０の外周に取り付けられて本体ケース６を防水するグロメット９と、本体ケース６
外に導出されるワイヤハーネスの電線束（不図示）の外周に取り付けられて本体ケース６
を防水するグロメット８と、を備えている。
【００１３】
　上記第１のカセットブロック２は、合成樹脂で構成されており、図３，４に示すように
、ブロック状に形成された本体部２０と、複数のブラケット２１，２２と、複数の係止部
２７，２８，２９と、を備えている。
【００１４】
　上記本体部２０には、電子部品１１，１２が装着される部品装着部２３，２４と、バス
バ１５が差し込まれるバスバ取付溝２５と、ボルト１６が取り付けられるボルト取付部２
６と、が設けられている。前記バスバ１５は、金属板にプレス加工が施されて得られるも
のである。前記ボルト１６は、上記電源線１０の端末に接続された端子金具１７と、前記
バスバ１５の端部とを共締めするためのボルトである。
【００１５】
　上記ブラケット２１は、本体部２０の外側面に設けられており、ボルト４３の軸部４１
が通される貫通孔２１ａが形成されている。このブラケット２１は、図４中に矢印Ｂで示
すように、第２のカセットブロック３に設けられたブラケット３１と重ねられて、ボルト
４３及びナット４４によってブラケット３１と共締めされる。また、これらブラケット２
１，３１は、特許請求の範囲に記載したブラケットに相当する。上記ブラケット２２は、
本体部２０の角部に設けられており、ボルトが通される貫通孔２２ａが形成されている。
このブラケット２２は、本体ケース６の底壁に取り付けられたボルトに固定される。また
、各ブラケット２１，２２の貫通孔２１ａ，２２ａの内面には、金属製のカラー４が取り
付けられている。
【００１６】
　上記係止部２７，２８，２９は、本体部２０の外側面に設けられている。係止部２７に
は、第３のカセットブロック４０に設けられた係止部が係止する。係止部２８には、本体
ケース６の側壁に設けられた係止部が係止する。係止部２９には、第２のカセットブロッ
ク３に設けられた係止部３７が係止する。この係止部２９は、矢印Ｙ方向に延びた一対の
レール２９ｂと、一対のレール２９ｂ間に設けられた係止突起２９ａと、で構成されてい
る。
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【００１７】
　上記第２のカセットブロック３は、合成樹脂で構成されており、図３，４に示すように
、ブロック状に形成された本体部３０と、複数のブラケット３１，３２と、複数の係止部
３６，３７と、を備えている。
【００１８】
　上記本体部３０には、電子部品１１，１３が装着される部品装着部３３，３４と、バス
バ取付溝（不図示）と、が設けられている。
【００１９】
　上記ブラケット３１は、本体部３０の角部に設けられており、ボルト４３の軸部４１が
通される貫通孔３１ａが形成されている。このブラケット３１は、前述したように、第１
のカセットブロック２に設けられたブラケット２１と重ねられて、ボルト４３及びナット
４４によってブラケット２１と共締めされる。上記ブラケット３２は、本体部３０の他の
角部に設けられており、ボルトが通される貫通孔３２ａが形成されている。このブラケッ
ト３２は、本体ケース６の底壁に取り付けられたボルトに固定される。また、各ブラケッ
ト３１，３２の貫通孔３１ａ，３２ａの内面には、金属製のカラー４が取り付けられてい
る。
【００２０】
　上記係止部３６，３７は、本体部３０の外側面に設けられている。係止部３６には、本
体ケース６の側壁に設けられた係止部が係止する。係止部３７には、第１のカセットブロ
ック２に設けられた係止部２９が係止する。この係止部３７は、矢印Ｙ方向に延びた一対
のレール３７ｂと、一対のレール３７ｂ間に設けられた係止突起３７ａと、で構成されて
いる。一対のレール３７ｂは、互いの間に一対のレール２９ｂを矢印Ｙ方向に移動可能に
位置付ける。また、係止突起３７ａは、係止突起２９ａに係止する。
【００２１】
　上記第３のカセットブロック４０は、合成樹脂で構成されており、電子部品１４と該電
子部品１４に接続されるワイヤハーネスの電線とを保持する。この第３のカセットブロッ
ク４０は、前述したように、第１のカセットブロック２の本体部２０の外側面に取り付け
られる。
【００２２】
　上述した電気接続箱１は、以下の手順で組み立てられる。
【００２３】
　まず、ボルト１６、バスバ１５、複数の電子部品１１，１２，１３，１４等の各部品を
各カセットブロック２，３，４０に装着する。次に、ワイヤハーネスの複数の電線を各電
子部品１１，１２，１３，１４及びバスバ１５に接続する。次に、電源線１０の端末の端
子金具１７とバスバ１５の端部とを、ボルト１６及びナット１８によって共締めする。
【００２４】
　次に、第１のカセットブロック２の係止部２９と第２のカセットブロック３の係止部３
７とを矢印Ｙに沿って近付けて係止させる。続いて、互いに重ね合わされたブラケット２
１，３１の貫通孔２１ａ，３１ａにボルト４３を通し、該ボルト４３にナット４４を螺合
させて、ブラケット２１，３１同士を共締めする。こうして、第１のカセットブロック２
と第２のカセットブロック３とを組み付ける。
【００２５】
　次に、第１のカセットブロック２の係止部２７と第３のカセットブロック４０の係止部
とを矢印Ｙに沿って近付けて係止させ、第１のカセットブロック２と第３のカセットブロ
ック４０とを組み付ける。
【００２６】
　次に、互いに組み付けられたカセットブロック２，３，４０の下面にインナーカバー５
を取り付ける。そして、一体化されたカセットブロック２，３，４０及びインナーカバー
５を本体ケース６内に挿入するとともに、本体ケース６の底壁に取り付けられた各ボルト
を各ブラケット２２，３２の貫通孔２２ａ，３２ａに通し、各ボルトにナットを螺合させ
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て、カセットブロック２，３，４０及びインナーカバー５を本体ケース６に固定する。
【００２７】
　次に、電源線１０の外周に取り付けられたグロメット９と、ワイヤハーネスの電線束の
外周に取り付けられたグロメット８とを本体ケース６に設けられた各挿通孔に取り付ける
。そして、本体ケース６の上面にアッパカバー７を取り付ける。このような手順で電気接
続箱１が組み立てられる。
【００２８】
　本発明の電気接続箱１は、上述したように、第１のカセットブロック２と第２のカセッ
トブロック３とを先に組み付けておいてからこれらを一緒に本体ケース６内に挿入する構
成である。このため、仮に、第１のカセットブロック２のブラケット２１と第２のカセッ
トブロック３のブラケット３１とが傾いた状態で共締めされていると、他のブラケット２
２，３２の貫通孔２２ａ，３２ａの位置が本体ケース６の底壁に取り付けられたボルトに
対してずれてしまい、これら貫通孔２２ａ，３２ａにボルトを通すことが困難になってし
まうという不都合が生じる。そこで、本発明では、以下に説明する構造を採用することで
第１のカセットブロック２のブラケット２１と第２のカセットブロック３のブラケット３
１とが傾いた状態でボルト４３によって共締めされることを防止している。
【００２９】
　すなわち、図５に示すように、本発明では、ブラケット２１，３１の各貫通孔２１ａ，
３１ａの形状が断面略楕円形に形成されており、各貫通孔２１ａ，３１ａの内面に取り付
けられる各カラー４の形状が各貫通孔２１ａ，３１ａと等しい断面略楕円形の筒状に形成
されている。さらに、各カラー４は、当該カラー４の長軸Ｐ１，Ｐ２同士が交差するよう
に、各ブラケット２１，３１に取り付けられている。
【００３０】
　また、上記カラー４は、ボルト４３の締め付けトルクによってブラケット２１，３１が
破損しないようにするためのものであり、インサート成形または圧入によって貫通孔２１
ａ，３１ａの内面に取り付けられている。また、各カラー４の軸方向の両端面は、わずか
に各貫通孔２１ａ，３１ａ外に突出している。さらに、本実施形態では、図５に示すよう
に、ブラケット２１側のカラー４の長軸Ｐ１とブラケット３１側のカラー４の長軸Ｐ２と
が９０度の角度をなしている。また、ボルト４３の頭部４２は、カラー４の内側を通らな
い大きさとされている。
【００３１】
　上述した構成によれば、第１のカセットブロック２及び第２のカセットブロック３に、
多少の部品寸法誤差が生じている場合でも、ブラケット２１側のカラー４の端面とブラケ
ット３１側のカラー４の端面とが常に４点で接触することになり、ブラケット４同士を傾
くことなく安定した状態で重ねることができる。よって、ブラケット４同士が傾いた状態
でボルト４３によって共締めされることを防止できる。したがって、一体化されたカセッ
トブロック２，３，４０及びインナーカバー５を本体ケース６内に挿入する際、本体ケー
ス６の底壁に取り付けられたボルトを各ブラケット２２，３２の各貫通孔２２ａ，３２ａ
に確実に通すことができる。
【００３２】
　なお、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施
することができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　電気接続箱
　２　第１のカセットブロック
　３　第２のカセットブロック
　４　カラー
　２１，３１　ブラケット
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　２１ａ，３１ａ　貫通孔
　４３　ボルト
　Ｐ１，Ｐ２　長軸

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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              特開２０１３－２４２５５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平１１－５１４５４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６３－１３８３４２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平７－１５８３３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２３７９７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｇ　　　３／１６　　　　
              Ｂ６０Ｒ　　１６／０２　　　　
              Ｈ０２Ｇ　　　３／０８　　　　
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